
受賞コメント

私たち職員が取り組む活動がこのような賞をいただけた
こと、たいへん嬉しく思うと共に、協力を頂いた多くの
方々にも感謝します。当園の「食育」が、いずれは地元の
発展に貢献できることを願い、引き続き幼児でも直感的に
学べる「食農教育」を実践していきたいと思います。

取組のきっかけ

取組の内容

芽室町が食農教育を推進していたことから、当園でも農業を通した教育を検討。
当園の未利用地と、当園の牧場で飼育する馬やヤギなどの動物の排せつ物をたい肥と

して利用できることなどから、食農教育の場として適していることを認識し、「やまざ
と食農プロジェクト」を本格始動させた。

当園の保育の三本柱としている「自然環境」「食農プロ
ジェクト（食育）」「やまざと牧場（動物飼育）」のうち、
特に食育と動物飼育の分野が相互に関わり、動物が“食べ
る”→“排せつ”→“たい肥化”→“畑”という科学的なサイクルを
約120名の全園児が直感的に学べる活動を行っている。
園児は、体験活動を通して、作物を植えることの楽しみ、

作物の成⾧の楽しみ、収穫への期待、収穫の喜び、自然への
感謝を学ぶ。
年齢が低いので難しい知識は伝えられないが、動物を飼い、

たい肥を混ぜて畑を作り、苗を植え、畑へ通い除草などを行
い、収穫して食べるという一連の体験を通じて、園児は自然
や食べ物について学ぶ。
プロジェクトの一環として、希望する家庭には無償で土地

を貸し、家族単位で楽しめる食育の場を提供。

食農教育「やまざと食農プロジェクト」を通して、地元基幹産業を知り、地元
に根差した人間形成の基礎を培う

活動開始年：令和元年（2018年）
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